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視線解析装置を用いた棚田景観の視認特性に関する研究
The Study of Visual Recognition for Terraced Paddy Field Using the Eye Movement Analysis System
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Abstract:The purpose of this study aimed to clarify the peculiarity to which they were passed for the rice field part and the

terraced paddy field scenery among the rural area scenery. The aspect of the research is a visual recognition characteristic of the

spectacle. Using the eye movement analysis elucidates the evaluation structure of man who evaluates the terraced paddy field

scenery And ailned to propose the new lnanagement technique turned to the maintenance of the terraced paddy field spectacle. As

a result, the evaluation structure of the spectacle is different depending on the distance. The entire scenery becomes important in

the distant view The material such as flowers becomes important in the near vie、v lt seems that the difference of the material do

not influence the evaluation in the distant view
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1,は じめに

本来,農 村景観は農業という生業に基づいた様々な作業や土地

利用の結果出現 した文化的な産物であり,地 域の固有性を表出し

た重要な要素である。しかし近年,農 村では過疎化や都市化の進

展による耕作放棄や土地改変によって本来農村空間が保有してい

た固有の環境保全機能が低下 しつつあり,そ れに伴い固有の農村

景観も減少 して来ている。一方で伝統的農村空間の一つである棚

田景観の価値が見直されつつあり,都 市住民のレクリエーション

的利用により,環 境保全機能もろともこれらの文化的景観を保全

する試みも行われてきている。

これらの景観評価について佐々木は歴史的側面からのアプロー

チを行っている1)。また,山 本他は農村空間の総合的視点から評

価 しており2〕
飯山他は植生の視点から評価している3)。これらは

ある一時点あるいは変化の無い一定の形として棚田景観を捉え,

評価を行ったものである。ここで,実 際の棚田景観を捉えた時,

地形や畦畔の線形は長期間一定であるのに対して,水 国内部や畦

畔の状態はイネの生育状況や, 日常の管理状況により変化する。

また,地 域によっては畦畔に生育するヒガンバナ等の景観植物が

群生することにより景観的に優れた場所となり,観 光資源として

の価憶が増加する場合もある。棚田景観の特徴はこのような変化

性にもあると言える。このように, 日常的水田管理の中で景観に

最も関わりのあるものを考えると畦畔部の植生管理があげられ,

畦畔部に着目することとした。特に固有性を植生という面から捉

えた際に,地 域あるいは管理方法の違いにより出現植物種が異な

ることも予想され,そ の違いが地域の固有性を醸 し出すことにも

繋がると考えられる。一方で, これらの畦畔植生の相違が認知さ

れるためには,あ る一定の距離内から見ることが必要となる。具

体的に棚田景観のどの部分が地域の固有性を表出するような部位

として認識されているのかといった観点からの研究は見られない。

これらのことから,本 研究では,農 村空間のうち,人 為的行為

の影響が大きく,か つ面積的にも大部分を占める水田部の内,特

に棚国の畦畔部に着目し,そ の認知される要素の抽出を中心とし

た視認特性を明らかにするために,そ れらの景観を評価する構造

について人間の生理的反応を視線解析といった物理的側面から明

らかにすることを目的とした。

2.研 究方法

(1)研 究対象地の設定

研究目的に合致する研究対象候補地として関西地域の中山間部

に存在する農村空間から2箇所を選定した。選定にあたっては以

下の点に留意した。まず,地 形が一定以上の急崚さを有する棚田

地域と比較的勾配の緩やかな水田地域の 2箇所とした。次に,棚

田の規模であるが,人 間の視認構造を通 じた景観解析を行うとい

う観点から対象空間の内,視 界の半分以上が水田で占められるこ

とが望ましく, これらの広さを有する水田地帯とした。また,地

域の固有性を検討するため,当 該地域において基本となる植生で

ある地域とした。結果として丘陵の尾根部を含む谷間から平地ヘ

の移行部の水田地帯となった。今回設定 した対象地域の畦畔植生

を表-1に 示すが,表 に見られるように本対象地域は,水 田畦畔

に見られる一般的な植生であった。
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(2)対 象地の現況調査方法

現況調査では,景 観評価実験に使用する景観写真の撮影を行っ

た。撮影は,距 離に関する評価実験に関しては,平 地部の水田畦

畔を含み背後に山が入る景観を撮影するものとし,2001年 9月

に撮影した。素材感を計測する写真に関しても同様である。一方,

季節による差異を捉えるための景観写真については2000年 9月

から2001年 8月 にかけて撮影したものを使用した。撮影方法は,

丘陵頂部の水田最上部より下方を俯殴できる場所を選定し撮影す

るものとした。俯敏景としたのは対象景観の季節による差が最も

現れる角度であるためである。撮影にあたっては,遠 景に市街地

部および水田部,海 部を含み,近 景に水田部の存在する景観とし

た。

(3)対 象景観の評価方法

景観を評価する人間の知覚構造を明らかにするために,上 記の

要領で撮影した景観写真を刺激媒体として,視 認性に関わる知覚

実験を行った。

人間が,景 観を捉えるためにはまず対象物を認識することが必

要である。その認識構造の中で視距離が重要な位置を占める671。
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